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1.緒 言

本誌第1号 に,古 代紫根染めを報告Dし た.生 絹布は椿の灰汁中にfX漬 されると・絹の

表面からセ リシンが溶出する.こ の事実は,灰 汁を濃縮 して,ア ルコ・一一ルを注加 し,得 ら

れた固体を水解の後に二次元 クロマ トグラフィーの結果,ア ミノ酸の組成から確認 した.

さらに,絹 布は灰汁中からアル ミナを吸着する事を証明し,生 絹布は灰汁に漬ける期間中

に,精 練とアル ミ媒染を完了するのである.古 代中国人の英知である.こ の操作のあと・

紫根か ら色素を湯で抽出した染液中に繰り返へ し,高 温度にならぬ様に注意 して,温 浴染

液に精練媒染 した絹布を浸 して染める.次 の染めに当って,灰 汁に布を漬け絞 って風乾 し

てか ら染める.こ れを繰返 して,24回 と25回の紫染布の反射率曲線が一致 した.そ の染

色は根気と日数のかかる仕事であった.し たがって,飛 鳥,奈 良,平 安朝 と伝承 された古

法は江戸期には廃絶 していた.江 戸初期,慶 安4年(1651)開 板の 「萬聞書秘伝抄2)」に

は,椿 灰汁を下地として,紫 根の薄紫に染め,紅 で交染 して灰汁で青味をつけて本紫 とし

ている.ま た似紫として,蘇 防を明讐で媒染 している.同 時代に巾国で刊行 された技術書

「天工開物3)」の染色の記事にも,古 代紫染めは忘れ られて,蘇 木を下地に染め,青 馨を

媒染剤に用いて紫に染めている.西 洋古代紫は貝紫であり,古 代エジプ トでは"チ リアン

紫"と して,テ ツボラ属のホネガイの発色分泌液か ら得た染液で布を染めていた.こ れは

紫根よりも貴重な染料4)で,欧 州でも廃絶 した.そ の美 しい赤紫に似せて,19世 紀半ばま

で,英 国5)で は絹布をスオウとノギンス ・レッドの染液に助剤の樹脂を加えて熱浴中で赤

く染め,金 属塩で媒染 していた.

わが国の古代染色を伝える纒まった文献は 「延喜式」である.こ れに記載 された色相に

「深」 「浅」を冠 していることか ら,平 安朝の 「濃」 「淡」の表現を用いず,奈 良朝期の

染色法をも踏襲 していると解釈6)し て,著 者も復元 しつつ,解 明に努めてきた.す でに享

保14年(1729)に 徳川八代将軍吉宗が染色の復古を唱え,江 戸城吹上御苑に染殿を開き・

染工を集めて 「延喜式」にもとずいての染色を行 った.そ の成果を.「式内染鑑」 と名付け

て染色見本帳として後の証 とした.〈 徳川実記7)〉 この 「式内染鑑」に貼付 した染布の色

を,絵 具をもって写した書物が数種伝わっている.そ の一つに,丹 波福知山城主朽木昌綱
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の蔵 書 で あ った 同 名 の 「式 内 染 鑑8)」 の 色相 を検 査 す る と,深 染 綾 はN15B13R17,浅 染 綾

はN14B7R8,深 減 染 綾 はN15RgB8のICIcolourAtlasg)の 値 を得 た.N数 値 は 大 き く

灰 色 調 で 相 当 量 を 占 め て い た.著 色 顔 料 の 変 化 を考 慮 して も鮮 や か な紫 で は な い.現 在,

奈 良 朝,平 安 朝 期 に染 色 され た 紫 色 の絹 織 物 も1000～1200年 を越 え る歳 月 を経 て,次 第

に繊 維 の 傷 み,変 色 が 認 め られ る.そ の 補 修 と復 元 も古 法 の踏 襲 は上 述 の 如 く 容 易 で は

な い.染 色 料 の紫 根 を用 い て,短f=-1時 に美 しい 染 色 を 行 うこ と が 出来 得 れ ば,補 修 と復 元

も可 能 で あ る.古 法 の 絹 布 の 精 練 は 現 在 で は マル セル 石 鹸 が あ り,媒 染 剤 の適 当 な の を選

べ ば解 決 で きる .染 色 は溶 媒 と して の 湯 で は 色素 の0部 が 抽 出 さ れ るの み で能 率 が悪 い.

こ れ が 障害 に な って い るか ら,色 素 が よ く溶 け る有 機 溶 媒 に溶 か し,そ の ま ま染 着 す る こ

と が可 能 で あ るか?ま た,水 溶 性 な れ ば 加 温 染 色 もで き る.メ タ ノ ー ル で色 素 を抽 出 し希

酢 酸水 を加 え て,染 色10)し,ア ル コー ル で 抽 出 し,水 溶 液 で 加 温 染 色 す る試 み が報 じ られ

て い る.11)著 者 は椿 灰 汁 の成 分 を 精 査 し,こ れ に替 る媒 染 剤 を見 出 す こ と.有 機 溶媒 を 用

い て抽 出 し,冷 染 に よ って灰 色 調 の 小 さ く美 しい 赤 紫 と 占紫 の色 調 の染 布 を 得 るた め に,

この 研 究 に 着 手 した.

M

2.実 験

2.1材 料

2.1.1試 験 布

絹 布 は上 代 か ら使 わ れ て い るBombyx属 の 家 蚕 絹 糸 で 織 った もの を用 い た.こ れ は灰

汁 練 りに よ って精 練 と媒 染 を既 報6)の ご と く行 った.な お 現 今 の製 品 で あ る越 後紬 と麻布

お よ び木 綿 布 は,と もに 使 用 前 に煮 沸 水 中 に5分 間 浸 し,洗 浄 して絞 り,風 乾 した.

2.1.2紫 根

南 部産(昭 和57年 採 取)紫 根 を 川 い た.帯 赤 紫 色 で 特 有 の香 気 が あ る.こ れ を ミキ サ ー

を使 って細 粉 と して用 い た.(水 分 一11.93io灰 分 一14.97°o,ベ ンゼ ン可 溶 分 一2.30io)

2.1.3椿 汁

学 園 内 の雑 木 林 中 の ヤ マ ツ バ キ の 葉 を 昭 和58年7月 初 旬 に採 取 しv災 天 下 に 乾燥 し,褐

色 に な った 葉 を既 報6)の 如 く古 式 に よ って 灰 化 した.

2.1.4椿 灰 汁

熱 湯 を も って椿 灰 か ら灰 汁 を 抽 出 した.冷 後 に濾 過 し,清 澄 の飽 和 溶 液 を用 い た.

PH=9.80.

2.1.5金 属 塩 媒 染 液

古 代 か ら伝 承 さ れ た椿 灰 汁 に替 え て,灰 汁成 分 を 参 考 に して 下 記 の金 属 塩 媒 染 液 を作 る.

109.NaAlO2ア ル ミン酸 ソ ー ダ と29.Na2SiO3珪 酸 ソ0ダ を 含 む水 溶 液 を造 り,1000

m1と す る.こ の 液 を原 液 と して ス トック した.液 のPHは シ エー レ ンゼ ン氏 標 準 液12)

の燐 酸 第 一 カ リKH2PO4溶 液 で 調 節 した.ま た必 要 に 応 じて,著 者 が 既 往 の研 究 に用 い

た2価 お よ び3価 の金 属 塩 を これ に添 加 した.

2.1.6没 食 子 酸 媒 染 液

没 食子 酸 の1%水 溶 液 を 作 り,色 素 の媒 染 と固 定 剤 と して 川 い る,

2.1.7明 馨 水 溶 液

和 紙 の染 色 の た め,1%カ リ明碧1水溶 液 を 調 製 す る.い わ ゆ る馨 水(ど う さ)引 き は媒

染 を 兼 ね る効 が あ る.

2.1.8酢 酸
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化 学 用 の酢 酸 を適 宜 蒸 溜水 で 稀 めphを 調 節 して 用 い た.

2.2紫 根 の色 素 抽 出

2.1.2の 紫 根 粉 末10.09(風 乾 品)を 容 量1000m1の 丸 底 フ ラス コ に投 入 し,メ タ ノ ー

ル ・アセ トン混 液(4:1)350ml注 加 して,ゆ るや か に,か きま ぜ 一 夜 置 く,翌 朝,

濾 過 し濃 赤 色 の紫 根 溶 液 を染 色 原 液 とす る.残 渣 一8.709,

2.3紫 加 温 染 色 実 験

2.3.1絹 布 の灰 汁 練 り

シ コ ン色 素 の 吸着 を 増 す た δ6絹布 の 灰 汁 練 り(精 練 とア ル ミナ の 吸 着)を 行 う.300ml

の ビ0カ ー に2.1.2の 飽 和 灰 汁50mlを 等 量 の 蒸 溜 水 で 薄 め て 入 れ る.沸 と うウ ォー タ

バ ス 中 に ビ0カ.一一_を保 ち,生 絹 布10×30cmを 灰 汁 中 に浸 し,時 々か き まぜ1時 間 後 に

取 出 して 水 洗 す る.新 た な灰 汁 液 中 に 常 温 で 一 夜 浸 漬 し,翌 日風 乾 して染 色 試 験 に 供 し

た.

2.3.2麻 布 と 木 綿布 の 灰 汁漬 け

麻 布 と木 綿 布 は,そ れ ぞれ10×30cmに 切 断 し,800Cに 加 温 した灰 汁 液 に浸 漬 し,

そ の ま ま放 冷 し一 夜 を 置 く.翌 朝 液 中 よ り取 出 す.そ の ま ま固 く絞 って 風 乾 した.

2.3.3灰 汁 練 り絹 布 の染 色

ホー ロー 引 きの 小 型 染 浴 皿(容 量300ml)を ウ ォー タ0バ ス1={1に'{し 浴 温 を50。Cに

保 つ.2.2の シ コ ン染 液100m1と 稀 酢 酸50m1を 混ぜ て 浴 皿 に入 れ る,液 のPH=5.0

とす る.こ の 染 浴 中 に2.3.1の 絹 布 を繰 り入 れ て 浸 し,均 一 に染 ま る様 に配 慮 して20分

間 染色 す る.染 布 を 固 く絞 って 拡 げ,灰 汁 液(1:1)に 浸 す.5分 後 引 上 げて 絞 る.先

端 か ら10cmと こ ろ に 鋏 を入 れ10×10cmの 布 を切 り放 ち,こ れ を水 洗 して 風 乾 す る.

残 余 の 布 は 浴 温 を60。Cに 上 げ,染 液20mlを 追 加 した染 浴 中 に 浸 し,15分 間 染 色 を 重

ね て か ら取 出 す.固 く絞 り拡 げ て,2.1.6没 食 酸 液 中 に3分 間 漬 け る.絞 って 風 乾 の 前 に

布 を切 半 し,片 方 は水 洗 した 後 風 乾 す る.残 った 染 布 は3度 目の染 色 を行 な う.有 機 溶媒

は揮 発 す るの で再 び 染 液20m1を 補 充 し,温 浴 を70。Cに 上 げ る.染 色 は10分 間,赤 紫

色 の染 布 は絞 って灰 汁 液 中 に 浸 す と青 紫色 に変 化 す る.5分 問 漬 け て絞 り水 洗 す る.こ う

して三 段 階 の染 布 が得 られ た.

2.3.4麻 布 お よび 木 綿 布 の 染 色

2.3,2の 麻布 と木 綿布 は10×30cmに それ ぞ れ切 断 して あ る.灰 汁 漬 け を した布 は,

絹 の染 色 と 同一 の条 件 を 以 て行 う.10×10cmの 三 段 階 の 染 色 布 を,お の お の3枚 つ つ を

得 た.

2.4反 射 率 曲 線 と測 色 値13)

2.4.1絹 布 の反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.3.3と2.3.4の 染 布 はMacbeth社MS-2000,Spectro-Photometerと 自動 記 録 装

置 の連 動 に よ って,380～700nmの 反 射率 曲 線 を 画 き 出す.さ らに,C.1.E標 準光D65

の も と に2。 視 野 の デ ー ター を 打 ち 出 した.xお よ びy値 か ら大 型色 度 座 標 図 に よ って λD

の位 置 を求 あ,Pe(00)を 算 出 した.Fig.1は 絹 布 の反 射 率 曲 線 で あ り,Table1は そ

の測 色 値 で あ る.そ の反 射 率 曲線 は染 布1で 古 法 に よ る染 色15回 の そ れ と同一 で あ り,染

布2は 染 色20回 に 当 る.染 布3は550～600nm付 近 のW型 の 谷 が 平 坦 と な って 美 しい深

紫 と な った事 を示 して い る.Table1の 測 色 値 は557.7Cで,こ れ を証 明 す る.
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2.4.2麻 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.3.4の 麻 布 の反 射 率 曲 線 はFig.2に 示 され,Table2は そ の 測 色 値 で あ る .Fig2

の反 射 率 曲線 はFig1と 同 じ様 に染 色 回 数 の 増 す に つ れ て 紫 の 色 相 が深 くな る こ と が,

明 らか でW型 の 谷 が平 に成 って 行 く.Table2のPe(00)も 回 を 重 ね る につ れ て増 加 し

て い る.
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Table2RamiehotdyeingCloth

1

皿

皿
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R
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x
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2.4.3木 綿布の反射率曲線と測色値
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2.3.4の 染色 木 綿 布 の反 射 率 曲線 がFig.3で あ り,測 色 値 はTable3で あ る.Fig3

の反 射 率 曲線 は3段 階 の染 布 が 回 を重 ね る程反 射 率 が 小 さ くな り,3段 に示 され るが,W

型 の 谷 が 最 後 ま で残 って,絹 や 麻 に較 べ て 染 着 が深 い事 が示 され る.Table3の 測 色 値 は

Pe(%)の 値 は小 さ い.
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Table3CottonhotdyeingCloth
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2.5紫 常温 染 色 実 験

2.5.1絹 布,麻 布 お よ び木 綿 布 の金 属塩 媒 染

500mlの ビー カ0に2.1.5の 金 属 塩 媒 染 原 液 を150m1入 れ る.燐 酸 第 一 カ リKH2

PO4溶 液 を 加 え て 弱 い アル カ リ性 と し,酢 酸 を 滴下 してPH-6 .0と す る.こ の液 を ウ

ォー タ バ ス 浴上 で800Cに 温 た め,10×30cmの3種 の布 を漬 け て30分 間 媒 染 し,取 り

出 して 固 く絞 って風 乾 す る.続 い て放 冷 した ビ0カ ー 中 の 液 中 へ 再 び3種 の 布 を漬 け て15

分 間 保 つ.風 乾 して3度 媒 染 液 に常 温 で 浸 す こ と同 じ く15分.取 り 出 し固 く絞 り風 乾 して

湿 り気 の あ る うち に染 液 中 に繰 り入 れ て染 色 に 移 す.

2.5.2絹 布 の 常温 染 色

直径15cmの シ ャ0レ に2.1.2の 染 色原 液 を200ml入 れ る.2.5.1の 媒 染 絹 布10

×30cmを 液 中へS状 に繰 り入 れ る.と き ど き引 き上 げ風 に 当て 液 中 に 浸 す.30分 後 引 き

上 げ て乾 か す.溶 媒 は す ぐ揮 発 す る.染 布 を2.1.6の 没 食 子 酸 媒 染 液 に5分 間 漬 け て 後,

固 く絞 り先 端 か ら10cmの と こ ろを 直 角 に切 り,10×10cmの 染 布 は水 洗 して風 乾 す る.

残 余 の布 は湿 り気 の あ る うち に,再 び シヤ0レ の 染 液 中 に漬 け て,と き ど き風 に 当 て液 中

に漬 けて2度 目 の染 色 を15分 間 お こな う.次 に風 乾 して2.5.1の 金 属 塩 媒 染 液 に5分 間

浸 して か ら,絞 って 拡 げ10×10cmの 布 を両 断 す る.片 方 は水 洗 し風 乾 し,一 方 は染 液

中 に浸 し3度 目の 染 色 をす る.15分 間 漬 け て か ら取 出 し乾 くと,す ぐ燐 酸 第 一 カ リでPH

-8 .5に 調 節 した2.1.5の 金 属媒 染 液 に浸 し,ゆ り動 か して,布 が 深 紫 色 を深 め る具 合

を見 つ つ,適 当 の と き に引 き上 げ て 流 水 中 で洗 い,絞 り風 乾 した.

2.5.3麻 布 と木 綿 布 の常 温 染 色

2.51の 処 理 を した麻 布 と木 綿 布 は2.5.2の 絹 布 の 染 色 と同 じに操 作 す る.10×!0cm

の3段 階 の染 色布 が,2種 類3枚 つ つ が 得 られ た .
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2.6常 温 染 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.6.1絹 布 の反 射 率 曲線 と測 色 値

2.5.2の 越 後紬 の 染 布 は赤 紫 か ら 占紫 へ,階 調 を な して い る.Fig●4の 反 射 率 曲線 は・

これ を如 実 に見 せ てW型 の谷 が反 射 率 の減 少 とパ ラ レル で あ る.Table4の 測 色 値 はPe

(%)が 冷 温 染 色で は,加 熱 染 色 の そ れ よ り平 均 して高 く色 相 が 美 しい.

D
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`

Table4SilkColddyeingCloth

SCl

SC2

SC3

Y x Z

17.26116.00123.18

14.60113.23117.45

13.02111.69(16.63

0.306

0.E22

0.315

二y

0.284

0.292

0.283

λDPe(00)

559.8C11.97

531.3C13.54

548.6C14.42

2.6.2麻 布 の反 射 率 曲線 と測 色 値

2.5.3の 麻 染 布 の反 射 率 曲線 をFig.5に,そ の測 色 値 をTable5に か か げた.図 の

RCIのCurveは 上 部 に離 れ,RC2とRC3のCurveは 近 接 して い る.Fig4と 同

6⑦ 。⑦

S⑦.の

4⑦.⑦

(
帆
)

⑦の3
]
)
Z
¢
ト
)
U
」
」
]
巴

2⑦.⑦

iO.⑦

r,r,

38⑦ 420 46の Sの のS讐 ⑦S8⑦

囚合VE二LεN6TH(N8》1.)

62の 66⑦ 7⑦ の

R(20

Fig.5.麻 染布(冷 染)の 反射率 曲線
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じ傾 向 を示 して い る.Table5のPe(00)も 絹 と似 て お り,加 温 染 色 の染 布 よ り高 く,

色 調 も冴 え て い る.

Table5RamieColddyeingCloth

RCl

RC2

RC3

x

26.49

18.10

16.65

Y

25.57

17.15

15.58

Z

31.15

24.87

24.80

0.318

0.301

0.292

y

0.307

0.285

0.273

λDPe(%)

505.OC7.77

555.4C12.39

563.6C15.91

a

2.6.3木 綿 布 の 反 射 率 曲 線 と測 色 値

2.5.3の 木 綿 染 布 の反 射 率 曲線 を示 すFig.6は 曲線 の位 置 が 高 く, 絹布や麻布のそれ
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と較べて染着力の低いことが判明する.Table6の 測色値のPe(00)も 小さい.室 町期

に輸入された綿布は,江 戸期に南部地方で布に豆汁(ご じる)を 吸着させて,紫 根染めを

行 った.ミ 南部紫.の 名を今に留めている.
c

Table6CottonColddyeingCloth

XIY Z y λDPe(00)

CCl

CC2

CC3

31.77

28.29

24.04

30.99

27.61

23.01

43.53

・'・

35.00

0.299

0.306

0.293

0.292

0.299

0.280

570.6C6.77

564.OC6.20

570.6C9.35

2.7和 紙 の 染 色

2.7.1明 馨 媒 染

直径12cmの ペ ト リ皿 に2.1.7の 明響 水 溶 液 の30mlを 入 れ る.常 温 で,10×10cm

の楮(こ うぞ)和 紙(A=楮 精 白 に 灰 汁煮 きを しな い も の.B=楮 精 白 に灰 汁 煮 を行 った

もの)AとBの2枚 を 浸 す.気 泡 の 付 着 せ ぬ 様 に,注 意 して竹 製 ピ ンセ ッ トを用 い て,紙

を と き ど き裏 が へ しム ラ染 め を 防 ぐ.5分 間 漬 け て 引 上 げ1枚 つ つ 吊 して 風 乾 した.さ ら

に再 び ペ トリ皿 に 戻 して5分 間 明馨 水 溶 液 中 に浸 して か ら引上 げ て風 乾 した.

2.7.2染 色

直径12cmの 乾 い た ペ トリ皿 に2.2の シ コ ン色 素 抽 出 液40mlを 入 れ る.こ れ へ,

2.1.7の 馨 水 引 きを したAとBの 和 紙 を 浸 し,注 意 深 く染 色 す る.30間 漬 け た 後,雫(し

つ く)を 切 り,そ の ま ま 吊 して 湿 り気 の あ る うち に,2.1.5の 金 属媒 染 液 をPH=9.0に

調 節 した 液 を 入 れ 直 径12cmの ペ ト リ皿 中 に 移 し,赤 紫 か ら青 紫 に変 化 す るま で 媒染 仕

上 げ を す る.次 に 数 秒 間,水 中 を くぐ らせ て 風 乾 した.
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2.7.3染 色 紙 の反 射 率 曲線 と測 色 値

楮 和 紙AとBの 浸 し染 め処 理 の 反 射 率 曲線 をFig.7に そ の測 色 値 をTable7に 示 す.

AとBの 反 射 率 曲線 はAが 上 部 にBは 下 部 に 位 置 し,Bの そ れ はFig.6のRC3の

Curveに 類 似 して い る.λD-56..2Cを 示 してAよ りPe(%)値 が 高 く色 相 も美 しい深

紫 で あ る.同 じ条 件 で,媒 染 と染 色 を 試 み て の 結 果 はBの 灰 汁 煮 き に帰 因 す る と思 われ る.

6の 。⑦
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ト
)
U
」
」
U
㏄
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⑦.⑦

38⑦ 420 し}6のSの のSL}⑦S8⑦62の
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Fig.7.染 和 紙 の 反 射 率 曲 線

66⑦ 7⑦ ⑦

Table7JapanecePaperColddyeingData

X Y Z xiy λDPe(%U)

A

B

20.02

15.27

19.55127.37

14.67i21.15

0.29910.2921561.9C9.60

0.29710.2851564.2C10.85
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3.実 験結果と考察

e

3.1紫 根色素の抽出について

シコン紫染めは古代中国において創始された.そ の色素の抽出に湯が用いられたが,わ

が国においても,こ れを踏襲 し飛鳥朝か ら近代に及んだ.色 素の抽出量は少なく,染 色に

日数が多 くかか り,古 法は次第にすたった.シ コン色素はベンゼンで最も多 く2.30%抽 出

される.ベ ンゼ ンは水と混合せず,色 素を水液に移すのに困難がある.メ タノール,エ タ

ノ0ル の様なCの 数の少ない脂肪属アル コール類に色素は溶け,水 に移すことは安易であ

る.筆 者は抽出効果が大 く,蛋 白繊維に滲透吸着する溶媒としてメタノールとアセ トンの

混合液を選んだ.こ れによって有機溶媒による常温染色法を開発 した.

3.2媒 染剤について

古代か ら用い られた椿灰汁は天然染料の優れた媒染剤であり,生 絹はこれによって精練

と同時にアル ミナを吸着することも筆者は証明しそいる.2.1.5の 金属塩染液は灰汁成分

の分析値を参考にして調製 したものである.PHの 調節に用いる燐酸第一カリと燐酸第ニ

ソーダは灰7i・中に存在するKノ イオン,PO4"イ オンを考慮 して用いている.紫 染め媒染

剤として灰汁と同 じ効力があった.こ の媒染液は,ア ル ミン酸ソ0ダ と珪酸ソーダの分量

を加減(藁 灰汁の成分を考慮 し珪酸塩の作用を強化)し て紅染めに利用できる.

2.1.6の 没食子酸媒染剤は常温染色には不可欠であって,有 色 のタンニンは色相を悪化

する.

3.3染 色について

シコニンは紫根色素の主成分であり,酸 性では赤色を増 しアルカリ性では青 変 す る性

質がある.椿 灰汁の飽和溶液はPH9.5～9.8で あって,ア ル ミニウムのイオ ンを含み,

これが重要な媒染作用をして深紫に染着する.シ コン抽出液はアルカリ性が強いと変質す

るのでPH=9.8を 越えてはな らない.酸 性側ではPH=5.0付 近においても80。C付 近

までは安全である.加 温染色は90。Cを 越えると,時 間の過ぎると共に,染 液が青黒 くな

って,美 しい作品は望めないのである.染 色の仕上げの媒染剤のPHは 特に注意が必要

である.濾 紙片に染液を付けて,PH=10の アルカ リ性の液に浸すと,濾 紙の色は青黒 く

一変する.和 紙の染色はすべて常温染色であって,青 紫色を得る最後の媒染処理に注意が

肝要である.

金属塩媒染剤の使用の巧拙が染布の着色に影響する.こ の方法の特色は,使 用 した有機

溶剤が減圧蒸溜によって,そ の過半が回収される.

終りに臨み,色 彩測定は,住 友化学工業株式会社大阪製造所,色 彩研究室において行 っ

た.本 研究の開始当時か ら,10数 年に亘 る,ご 援二助を戴きました村田幸男課長に厚 く感謝

の意を表 します.
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要記 本論文の紫根有機溶媒による常温染色法は,奈 良大学当局が目下特許申請中である.

Summary

ShikonPurpuledyeing-famousasmvrasakizone-isoneofthemostdifficultof

Orientaldyemethods.Beforedyeing,silkclothswereimmersedinanaqueous

solutionofCamelliaashanddriedinair.Theseoperationwererepeated,and

afterthefineclothsistwentiethdyecontinuetoappearedeepblueplurpule

colour.

Thepresentauthorfinallydyedupintherapidmethodasdescribedinthis

paper.

ThismethodemploysanArtificialmordantandMethanol-acetone(4:1)

solvent.


